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対象システム
• 対象システム
– 隣接する2つの町
– 共同で利⽤する病院
– それぞれの町に学校、会社、家、商業施設、イベント会場
– エージェント︓学⽣，会社員，主婦，⾼齢者

(倉橋先⽣の論⽂の問題状況をもとに作成)
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問題状況
• 問題状況
– 利⽤者

• 上からの意思決定がないと，外出⾃粛も許されない
• 感染したくないが，いつ⾃分が誰と接触したかわからない．
• 感染してもいいから，外出したい

– 政府/⾃治体
• 感染経路が明確になれば，適切な措置を⾏える
• 施設の閉鎖や⾃粛の呼びかけをするが，活動を⾏えなくなる
→経済を停滞させたくないものの，⾃粛呼びかけも⾏わなければならず，バラ
ンスが難しい
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分析⽬的とシナリオ

•分析⽬的
– 感染経路の情報を取得可能な状況における
複合施策による感染者数の変化の分析

• シナリオ
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感染情報通知
割合

感染者情報による
⾃粛のしきい値

施設閉鎖⽇数
社会⼈テレワーク

割合
学⽣の分散登校 主婦の⾃粛割合

notice_rate notice_th close_days telework bunnsan_toukou jisyuku_rate

0 1 2 0 0 0

0.3 3 4 0.3 1 0.3

0.6 5 0.6 0.6

状況変数 施策変数



概念モデル、モデルコンポーネント
• ⾏動モデル(1⽇単位の動きを考える)

利⽤者（スポット間の移動と，移動の判断）
– 外出の意思決定→移動→施設（エージェントに依存する）→移動→（２番⽬
の施設）→帰宅→感染情報の受け取り→（繰り返し）

1. 学⽣→学校→（スーパー、イベントホール、病院）→帰宅

2. 主婦→ （学校、会社、スーパー、イベントホール、病院）
→（学校、会社、スーパー、イベントホール、病院）→帰宅

3. 社会⼈→会社→（スーパー、イベントホール、病院）→帰宅

4. ⾼齢者→（会社、スーパー、イベントホール、病院）→帰宅
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定式化
利⽤者︓数値が⼤きくなるほど，外出しなくなる状況

• 感染情報︓Infection
– 接触陽性者数(num-infect）
– infection > θ の時に ⾃宅待機
– 閾値θ︓全体で共通

• 施設閉鎖情報︓Facility
– 感染情報→施設閉鎖の意思決定
– 施設ごとに0,1で発⽣
– facility= 0︓開設，1︓閉鎖
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感染情報

施設閉鎖情報

図 外出の意思決定のフロー

利用管理者からの指示外出の意思決定



施策の説明

•分散登校（学⽣）
感染していない学⽣で分散登校をするかしないか０ー１

•テレワーク（社会⼈）
感染していない社会⼈のうち〇〇％はテレワーク

•⾃粛範囲の設定（主婦）
感染していない主婦のうち〇〇％は⾃粛

•施設閉鎖⽇数
感染者情報をもとに、どのくらい施設を閉餌するのか
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結果
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• 感染通知割合が高い
→ステップ数が後になるほど感染拡大が緩やか

• 感染通知と他の施策の複合施策により，感染拡大がより緩やかになる



結果
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notice:0.6 
Jishuku:0.6 → ステップ数が後になるほど，病院に行く人は減る

notice:0.6 Notice:0.6, jishuku:0.6



まとめ
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考察
• アプリ等の感染通知 と 他の施策 の複合施策

⇒未感染者数の増加が抑えられ，より感染拡⼤の抑⽌につながる

今後の展望
• 感染通知割合の施策と，その他の複数施策との兼ね合いによ
る感染拡⼤の様⼦を⾒る．
⇒感染状況が通知される中で，最も有効な施策の⽰唆を得る

• A町とB町の⾏き来をモデルで表現し，感染拡⼤の様⼦を⾒る


